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樺澤きらりさん

生命瑣境学部生命科学科

臨床工学コース3年

證床工学技士渡辺弦輝さん

生命環境学部生命科学科
臨床工学コ ース 2015年度卒業

現在は東京慈恵会医科大学

附属病院にて勤務

会に活きる旦辺潅§代の経

樺澤：臨床工学技士の仕事に興味を持ち、帝京科学大学に進学し

ましたが、はじめは座学が中心で、活字を見ていても想像がつかな

いことも多く、「この知識、本当に必要なのかな？」と疑心暗鬼にな

ることもありました。2年次後期から専門科目の学内実習が始ま

り、実際に機器に触れる場面も増え、これまで平面だった知識がよ

り立体的になり、楽しさを感じるようになりました。ただ、国家試験

に合格しなければ、もちろん臨床工学技士にはなれません。渡辺さ

んは、在学中はどのように勉強していましたか？

渡辺：友人をたくさん作るのは、 1 つポイントになるかなと思いま

す。知識を身に付ける際、 1 人で勉強するのではなく、友人と会話し

たり、教え合ったり。そうすると、知識がスツと頭に入ってくるんで

すよね。臨床工学技士の仕事は、生命維持管理装置の操作、保守・

点検が主たる業務ですが、黙々と機器と向き合っていればよいわ

けではなく、患者さんや、医師、看護師、また、臨床工学技士同士の

コミュニケ ーションがとても大切です。そういう意味でも、学生時

代から友人をたくさん作り、積極的にコミュニ

ケーションを取ることが必要だと思います。

切なのは人とのつな力i

樺澤：工学の知識を身に付けて、機器に向き合う仕事、そんな

イメ ー ジを持つていたところもあるので、渡辺さんの話を聞いて、

何だか安心しました。患者さんはもちろん、医師や看護師など、

さまざまな人とのつながりが大切な仕事なんですね。

渡辺：単に機器を操作するだけではなくて、機器から得た患者さん

の情報を医師や看護師に伝えます。そうすることで、患者さんに

提供する医療の質を高めていきたいと考えています。チ ーム医療

の一翼を担っている以上、医師や看護師をはじめ、さまざまな職種

の人たちとの横のつながりはとても大切なんです。

医師や看護師に頼られる
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になるために必要なこ

樺澤：今の目標は、liiJと言っても国家試験に合格すること。ただ、

机に向かうだけの生活を送るのではなく、社会に出るために何が

必要か、今、何をしなくてはいけないのか、そういうことを考え

ながら生活していこうと思っています。渡辺さんは、どんな目標を

持っていますか？

渡辺：日々の業務と並行して、研究や論文執筆に取り組んでいま

す。たとえば、先月は、雑誌の原稿執筆と、学会の発表資料作成、

そして論文執筆を抱えながら日々の仕事をこなさなければなら

ず、忙しい毎日を過ごしていました。医療の発展に寄与するためで

あるのはもちろんですが、研究や論文に取り組むことで、医師から

一人のスペシャリストとして認めてもらえたり、新たな人脈が得ら

れたり、そうした部分にもやりがいを感じています。

樺澤：日々の業務をこなすだけでなく、常にスキルアップしていく

姿勢が大切なんですね。臨床工学技士と

いう仕事の、可能性の広がりを感じます。

渡辺：臨床工学技士の仕事は、ミスの許さ

れない責任のある仕事です。でも、臨床工

学技士を志す後輩たちに伝えたいのは、

「勉強だけをしていればいいわけじゃない」

ということ、ですかね。友人と語り合い、切磋琢磨しながら、アルバ

イトをしたり、サー クル活動を楽しんだり。そうした経験によって、

人間力やコミュニケ ーションカが培われ、医師や看護師から頼ら

れる存在になれるのだと思います。

樺澤：卒業ま であと 1 年半。学生だからこそできる時問の使い方を

考えながら、渡辺さんのような「スペシャリスト」を目指していきた

いと思います。
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